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夏休みを取って石垣島へ。羽田－石垣
島の直行便は意外にも太平洋上を直

行せず、日本列島に沿って西下した後、九
州上空で南に進路を変えて石垣島を目指す
のであった。上空から見る沖縄や宮古島も
なかなか美しい。
さらに意外だったのは、石垣島が台北よ
り南にあるという事実であった。頭の中の
地図では、九州の南に種子島、奄美大島、
徳之島と続き、沖縄があって、宮古島や石
垣島があり、日本の南西の国境たる与論島
がある。台湾はその下＝南にある、はずで
ある。ところが、実際はそうではないので
ある。
順番としてはその通りなのだが、台湾島
の位置は宮古島、石垣島、西表島など、八
重山諸島と呼ばれる島々の南ではなく、西
方なのである。両者は東西に並んでいる
が、台湾島の北端は宮古島より北に位置
し、台北市も石垣島より北方にあるという
わけである。何事も現場を知らないと気が
付かないもので、台湾は日本の南、南西諸
島のさらに南方にあるというのは単なるイ
メージに過ぎないのである。一度、日本地
図をご覧頂きたい。面白いのは、帰ってか
らあちこちでこの話をすると、たいていの
人が「えっ、本当？」と驚くことである。
どうやらこの間違ったイメージ、思い込み
は私だけの問題ではないらしい。

7月号に日本企業におけるMBO、目標管理制度は本来の姿からはずいぶん変わっ
ている話を書いた。「日本企業でやってい
る目標管理制度では社長や役員の目標は示
されない」というのは欧米企業にとって驚
きであり、この制度の紹介者であるドラッ
カーも腰を抜かすかもしれない、という話
のことである。
96年にフォードの出資比率が33.4％に引
き上げられ、社長派遣など実質的にフォー
ド傘下に入ったマツダのケースを聞くこと
ができた。マツダの目標管理制度も以前は
こうした日本的なものであったようである
が、「現在では先ず期毎に社長から具体的
な数字で期目標が提示され、幹部社員が招
集されて説明を受け、部門展開－各自目標
となる」そうである。期の途中もマネジメ
ント層が招集され、その後の経過と対策の
提示があるという。欧米企業では社長が自
らの目標を示す、各自の目標もその展開に
沿ったものであり、個人の成果も当然その
達成度で評価されることになるという事例
が日本にもあったわけである。
マツダと言えば、1月号で書いた役員会
議室の同時通訳ブースについても情報があ
った。フォードからの出向役員も多く、当
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然英語で役員会をやっているんじゃないか
という素朴な疑問から始まったのであるが、
マツダの役員会は日本語でおこなわれてい
るそうである。マツダの役員会議室には同
時通訳ブースがあり、フォードからの派遣
役員は同時通訳を介して日本語による役員
会でのやり取りに参加しているとのことで
ある。本欄 1月号に「本社役員会議室に同
時通訳ブースを持つ日本企業はほとんどな
いであろう」と書いたのであるが、これで
富士ゼロックスに続いてマツダにもあると
いうことが分かったわけである。両社が日
本企業に入るかどうかは別として……。

日本企業のビジネスマンと話していて、
欧米企業について実際とはかなり異

なったイメージが存在すると感じることが
ある。欧米企業は内部昇進ではなく、外部
採用を優先するといったものもそのひとつ
であるが、最近出会ったものに「欧米企業
は厳しい実力主義である、だから当然、降
格人事もある」というのがある。
実力主義というのは実力に応じて登用す
る、処遇するということであろうから、欧米
企業がそうなら日本企業とて当然そうあら
ねば競争にならないが、降格人事というの
はパフォーマンスが悪いなどの理由で社員を
そのポストからさらに下のポストに下げる
という意味のようである。部長から次長へ、
課長から係長へ……本当にそんな人事が当
たり前のようにおこなわれるのであろうか。
仮に、実力に相応しくない地位に就いて
いるというケースがあったとして、実力主
義の組織であれば、まず問われるのはその
ような人事、登用をしたことの善し悪しで

あろう。もちろん、見込み違いで伸び悩む
こともあろうし、何らかの事情でそのポス
トのrequirementを満たせないというケース
もでるかもしれない。その場合、降格しな
くとも、件の人物に「退出」してもらうと
いう選択肢が存在する。 いきなり“you
are fired！”と言うのは映画の世界だが、
できれば名誉ある撤退（退社・辞職）の機
会を与えるのが西洋式であろう。
そもそも「欧米企業は実力主義である」
という認識は、「日本企業は実力主義では
ない」という意識の裏返しであろう。日本
企業に多かれ少なかれ年功昇進の要素が残
っているために、実力に相応しくない地位
に就いているケースが少なからずあり、実
力主義に変われば降格対象となって然るべ
き、という気持ちの現われだと思われる。
しかし、降格というのは出口のない組織
（終身雇用制）における罰であり、辱めの意
味合いがある。出口（外部労働市場）のある
社会では、降格して残られるより出て行っ
てもらった方がはるかにメリットがある。
「外人社員に注意する時には皆の面前で
やらず、別室で一対一でやれ」と言われる
ように、相手の名誉を尊重しつつ実質を取
るという方がプラクティカルであろう。欧
米企業では降格人事も……というのも、イ
メージというのはえてして実際とは違うと
いう一例のようである。（長崎大学経済学
部教授） ■
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（ホームページ http://www.econ.nagasaki-
u.ac.jp/staff/fujino/index.html）
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